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   由利本荘市教育支援センターだより 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

今号は、中学校部活動の地域移行に向けて、由利本荘市教育委員会部活動地域移行支援コーディネー

ターの畠山純先生に部活動地域移行の背景と現状、今後の動き等について紹介していただきます。 

■ 部活動地域移行の背景 

部活動は学校教育の一環として、大きな役割を担ってきました。 

様々な教育的意義があり、学校教育において大きな役割を担ってきた部活動ですが、少子化の影響や

価値観の多様化等により、持続可能という面で厳しい状況にあります。 

これまで部活動が担っていた役割・機能を地域社会に移行・展開し、生徒が自分のやりたい活動に自分

らしく取り組めるよう、地域全体におけるスポーツ・文化芸術活動の環境整備を進めていくのが、地域移

行（展開）です。 

 

部活動の地域移行には、以下の３つの側面があります。 

（１）子どもたちのための環境づくり（専門性の高い指導と多様な種目が経験できる） 

（２）学校の働き方改革と教育の質の向上 

（３）地域全体で子どもを育てる仕組みづくり 

■ 部活動地域移行の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表は、本市「ロードマップ」です。上段の「国」「県」の目標・取組を踏まえつつ、本市において達成す

べき目標・取組を明確にして取り組んできました。 

令和５年度後半から私がコーディネーターとなり、中体連やスポーツ協会、競技団体など、関係団体と

の調整を始め、協議会を立ち上げました。 
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昨年度は「推進計画策定」を目標に、文化・スポーツ課と毎月担当者会議を行いながら、児童生徒・保護

者・教職員へのアンケートの実施、スポーツ協会会長やスポ少本部長、小・中学校校長会長、市ＰＴＡ会長・

副会長との年２回の協議会を実施しました。また、８月には「関係者協議会」を開催し、中体連各専門部理

事・専門委員長と各競技団体とが種目ごとに、地域移行の方向性や運営方法について話し合いました。 

 

秋田県が示している地域クラブ（部活動が地域移行したもの）には、以下のようなモデルパターンがあ

ります。 

     
全国的には休日移行から進められており、ニュースポーツや趣味の領域まで広げた多様なクラブも見ら

れますが、本市では平日と休日の別なく、現存の部活動で、生徒の受け皿準備が整った競技から地域クラ

ブチームの公募を開始するなど、各競技の実態に合わせて運営・活動できるように進めています。 

今年度８月の「関係者協議会」では、サッカー競技とソフトボール競技が公募する運びとなりました。１１

月には、サッカーが３クラブ、女子ソフトボールが１クラブの申請があり承認されました。現中学校１・２年

生には今年度中に、来年度の新１年生には来年度の４月にクラブ員の募集をする予定で進めております。 

 

サッカーは以下のように、地域割のクラブとなりました。 

 クラブ名 当該中学校 

１ 本荘北ＦＣ 本荘北、岩城、大内 

２ 本荘南・東ＦＣ 本荘南、本荘東、東由利 

３ 由利・西目ＦＣ 由利、西目、矢島、鳥海 

 

ソフトボールは、現在所属生徒が少なく、由利本荘市だけでは、単独でチームをつくれない可能性があ

ります。特例として、にかほ市からもクラブ員を募集します。未経験者や今まで部活動にソフトボールがな

く、できなかった生徒もチャレンジするいい機会となります。 

 

いずれ中体連はなくなると思われますが、それがいつになるのかは、明確ではありません。全国的に部

活動と地域クラブが共存する時間が長くなることも予想されます。部活動地域移行・展開は、これまでに

ない取組で、子どもたちや地域の皆さんの充実したスポーツ・文化活動にするためにも、持続可能な活動

にしなければなりません。これまで以上に地域と学校、クラブ等の密接な連携が重要で、由利本荘市とし

て統一した体制づくりが必要です。今後とも一人一人の協力をよろしくお願いします。 


